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レストランでは、上品な格好の人たちが静かに食事をしていた。メニューには、わけのわ
からない名前の料理がズラリ並んでいて料金も目が飛び出るほど高かった。
水だけ飲んで外へ出ようとすると、隣の席でオーダーを待っていた紳士が話かけてきた。
「ねえ、君たち。スカラビへ行ったことあるかい?あそこのピラミッドは見事だそうだよ。
港町のトトから船が出てるそうだけど、私もいつかは行きたいね」
ピラミッド……"ネスにピラミッドを見せるな……"そうだ、マニマニの悪魔がモノトリ
ーさんに言ってたという。これは、なんとしてもスカラビに行ってみなくちゃ!
●ビーチへまだ行ってない…521ヘ●すでに行った56
516
「さあ、行こう!」どうしてぼくの心が壁に写し出されたのかはまったくわからず、不〓
味でもあったが、とまどっていてもしかたない。ぼくは、心配そうに見守る仲間たちに向か
って、できるだけ元気な声でそう言い、ルミネホールを奥に向かって歩きはじめた。
つきあたりに人間が通れるぐらいの穴が開いている。さっそくジャンプ!506ヘ

